
進化するmTNBC治療の手引き：
今日の臨床診療で重要な留意事項



•

•

•

•

免責事項



座談会参加者：





チェックポイント阻害剤はT細胞の不活性化を阻害する
1

TCR

抗原

CD80 CTLA-4

PD-L1 PD-1
PD-1阻害剤
• ペムブロリズマブ
•

PD-L1阻害剤
• アテゾリズマブ
•

CTLA-4阻害剤
•

•
ペムブロリズマブ

アテゾリズマブ



mTNBCにおけるICIの有効性データ

治験 患者集団 介入 結果

IMpassion1301
アテゾリズマブ

PFSがそれぞれ有意に延長

IMpassion1312
アテゾリズマブ

PFSとOSに有意なメリット
なし

KEYNOTE-3553,4
ペムブロリズマブ

PFSが有意に延長
OSも有意に延長





ADCは標的部位でペイロードを放出できる

血中ADCが表面抗原
に結合

リソソームがエンドソーム
と融合し、抗体から薬剤ペ
イロードが放出

ADCが受容体依存性エンドサ
イトーシスにより初期エンドソ
ームに取り込まれる
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遊離薬剤が抗腫瘍効果を発揮
•

•



mTNBCのADCの有効性データ
治験 患者集団 介入 結果

ASCENT1
サシツズマブゴビテカン

PFSが延長

サシツズマブゴ
ビテカン2 サシツズマブゴビテ

カン

SGNLVA-0023 ラジラツズマブベド
チン

BEGONIA4
トラスツ

ズマブまたは

DESTINY-
Breast045

トラスツズマブデルクステ
カン

PFS
およびOS

が延長





PARP阻害剤はDNA修復を阻害しアポトーシスを誘発

HR欠損細胞では
DSBは修復されない

BER

PARPi

PARP

SSB

SSBが生じる
PARPがBER
を阻害する

SSBが蓄積しDSB
が生じる

DSBは修復されずア
ポトーシスに至る

SSB DSB

PARP阻害後は、HR欠損細胞ではSSBの蓄積により生じるDSBは修復されず細胞死に至る

アポトーシス



TNBC患者におけるPARPi療法の有効性データ

治験 患者集団 介入 結果

OlympiAD1,2 オラパリブ

PFS中央値が延長

OSに有意差なし

QoLを維持

EMBRACA3 タラゾパリブ

PFS中央値がPCTより延長


